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１　計画策定の背景
（1） 国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）
近年、特定健康診査及び後期高齢者健康診査の実施、診療報酬明細書（レセプト）
等の電子化の進展等により、保険者が健康や医療に関する情報を活用して被保険者の
健康課題の分析、保健事業の評価等を行うための基盤整備が進んでいます。
こうした中、医療保険者は、健康・医療情報を活用して、ＰＤＣＡサイクルに沿っ
た効果的かつ効率的な保健事業の実施を図るための事業計画を策定した上で、保健事
業の実施・評価・改善を行うよう努めることとされました。
また、被保険者の健康保持増進に努めるため、保有しているデータを活用しながら、
被保険者をリスク別に分けてターゲットを絞った保健事業の展開やポピュレーショ
ンアプローチから重症化予防まで、網羅的に保健事業を進めていくことが求められて
います。

（2） 第３期特定健康診査等実施計画
急速な高齢化の進展に伴い、疾病の構造も変化し、疾病全体に占める、がん、心疾
患、脳血管疾患、糖尿病等の生活習慣病の割合は増加し、死亡原因においても生活習
慣病が約６割を占め、医療費に占める生活習慣病の割合も国民医療費の３分の１とな
っています。
鶴ヶ島市は、平成２０年度より「鶴ヶ島市特定健康診査等実施計画」を策定し、メ
タボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査、特定保健指導
を実施してきました。平成２５年度から平成２９年度を計画期間とする第２期実施計
画が終了することから、その実施状況を踏まえ、次期計画である第３期実施計画を策
定します。

（3） 国民健康保険保健事業実施計画と第３期特定健康診査等実施計画の関係性
データヘルス計画は、保健事業の全体計画であり、特定健康診査等実施計画は、保
健事業の中核となる特定健康診査、特定保健指導の具体的な実施方法等を定める計画
であります。両計画は、相互に連携して策定することが望ましいとされており、計画
期間を同じくするため、一体的に策定します。






２　計画の期間
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３  計画の位置づけ
	計画の種類
	特定健康診査等実施計画
	保健事業実施計画
（データヘルス計画）
	健康増進計画

	計画の名称
	第3期鶴ヶ島市特定健康診査等実施計画
	鶴ヶ島市国民健康保険保健事業実施計画
	第2次鶴ヶ島市健康づくり計画・食育推進計画

	法律
	高齢者の医療の確保に関する法律第19条
	国民健康保険法第82条
	健康増進法第8条
食育基本法第18条

	実施主体
	保険者（義務）
	保険者（努力義務）
	市（努力義務）

	計画期間
	平成30年度～35年度
（2018年度～2023年度）
	平成30年度～35年度
（2018年度～2023年度）
	平成28年度～32年度（前期）
平成33年度～37年度（後期）

	目的
	・国民健康保険被保険者の健康寿命の延伸
・メタボリックシンドロームに着目し、生活習慣病の発症予防と重症化の抑制
　　　　　　　
	・国民健康保険被保険者の健康寿命の延伸
・メタボリックシンドロームに着目し、生活習慣病の発症予防と重症化の抑制
・医療費適正化
	・市民の健康寿命の延伸

	対象者
	国民健康保険被保険者
40歳～74歳
	国民健康保険被保険者
0歳～74歳
	全ての市民


	主な内容
	・生活習慣病の発症予防
	・生活習慣病の発症予防
・医療費適正化
	・栄養・食生活
・身体活動・運動
・休養・こころの健康









４　現状
(１)国民健康保険被保険者の状況
国民健康保険加入者は、平成２０年度の後期高齢者医療制度開始以降、2万人前後で
推移していましたが、平成２５年度から減少し続けています。【図1】人

出典：埼玉県町（丁）字別人口調査、国民健康保険事業状況報告書

(２)医療費の年次推移
医療費は、入院外が年々増加する傾向にありますが、歯科は平成２６年度から減少し
ています。調剤・入院は、平成２７年度まで増加傾向でしたが、平成２８年度は減少し
ています。【図2】
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出典：国民健康保険事業状況報告書


(３)疾病別医療費の割合（大分類別）の推移
循環器系疾患の医療費は減少していますが、４年間とも最も高くなっています。次いで
新生物、内分泌・栄養及び代謝疾患、尿路生殖器系の疾患が高い状況となっています。【図3】

出典：KDBシステム「疾病別医療費分析（大分類）」各年度累計

(４)人工透析の医療費の状況
人工透析患者のうち半数以上が糖尿病を有していることから、重症化予防には糖尿病のコントロールが重要になってきます。【図4】













出典：人工透析医療費：KDBシステム「厚生労働省様式　様式2-2人工透析患者一覧」（各年3月）
人工透析患者：KDBシステム「厚生労働省様式　様式3-7人工透析のレセプト分析」（各年3月）


(５)特定健康診査受診率
特定健康診査受診率は、目標値を達成するために様々な取り組みを行いましたが、平成
２６年度以降３８％台で推移しており、第2期鶴ヶ島市特定健康診査等実施計画の目標値には達していません。【図5】

出典：法定報告（平成25～28年度）
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(６)特定保健指導実施率
平成２５年度の実施率は、埼玉県市町村平均実施率を上回りましたが、平成２６年度以
降は下回りました。実施率の向上を図るため、通知や電話による利用勧奨を行いましたが、
実施率の目標値には、５年間を通して到達できない見込みとなっています。【図6】

【図6】特定保健指導実施率の推移













出典：法定報告





５　特定健康診査及び特定保健指導の実施

国の特定健康診査・特定保健指導の基本方針では、第2期の目標として特定健康診査受診率を60％、特定保健指導実施率を60％、内臓脂肪症候群の該当者・予備群の25％減少（平成20年度比）を平成２９年度までに達成することを目標としていました。
第３期計画では、国の目標値は市町村国保の加入者に係る特定健康診査の受診率60％以上、特定保健指導の実施率を60％以上にすることとしており、現状を踏まえて設定することとしました。【表1】【表2】

【表1】特定健康診査・特定保健指導等の目標値
	項　目
	30年度
	31年度
	32年度
	33年度
	34年度
	35年度

	特定健康診査
受診率
	40％
	44％
	48％
	52％
	56％
	60％

	特定保健指導
実施率
	22％
	30％
	37％
	45％
	52％
	60％

	特定保健指導
対象者の
減少率
	533人
（平成20年度実績）
	
	
	平成20年度の実績と比較して25％の減少

	
	400人




【表2】年度別の対象者数の見込み
	
	30年度
	31年度
	32年度
	33年度
	34年度
	35年度

	特定健康診査
想定対象者数
	13,132人
	12,607人
	12,103人
	11,619人
	11,155人
	10,709人

	特定健康診査
想定受診者数
	5,253人
	5,548人
	5,810人
	6,042人
	6,247人
	6,426人

	積極的支援
想定対象者数
	80人
	77人
	74人
	70人
	65人
	60人

	積極的支援
想定実施者数
	8人
	10人
	12人
	14人
	15人
	16人

	動機付け支援
想定対象者数
	453人
	439人
	420人
	396人
	367人
	340人

	動機付け支援
想定実施者数
	110人
	145人
	171人
	196人
	210人
	224人





【図1】国民健康保険加入者数等の推移

市の人口	19年度	20年度	21年度	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	69788	69905	69776	69770	69934	70198	70142	70089	70019	69987	国保加入者数	19年度	20年度	21年度	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	22819	19522	19664	19834	20354	20442	20290	19813	19272	18417	加入割合	19年度	20年度	21年度	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	32.697598440992721	27.926471640082966	28.181609722540703	28.427690984663894	29.104584322361081	29.120487763184137	28.927033731573093	28.268344533378993	27.523957782887503	26.314887050452228	





【図2】医療費の年次推移

入院	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	1517503638	1819313640	1851617020	1871631164	1986998440	2016741770	1834758990	入院外	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	1902204609	1983051884	2085657510	2117949809	2128558294	2112643160	2174099710	歯科	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	411801820	429118230	436003320	455391344	453618990	437021220	428901250	調剤	22年度	23年度	24年度	25年度	26年度	27年度	28年度	957319488	1063420850	1108841648	1178398295	1246195707	1247770350	1229328660	




【図3】疾病別医療費分析（大分類別）の推移

25年度	感染症及び寄生虫症	新生物	内分泌、栄養及び代謝疾患	血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害	精神及び行動の障害	神経系の疾患	眼及び付属器の疾患	耳及び乳様突起の疾患	循環器系の疾患	呼吸器系の疾患	消化器系の疾患	皮膚及び皮下組織の疾患	筋骨格系及び結合組織の疾患	尿路生殖器系の疾患	妊娠、分娩及び産じょく	周産期に発生した病態	先天奇形、変形及び染色体異常	症状、徴候及び異常臨床検査所見で他に分類されないもの	損傷、中毒及びその他の外因の影響	健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用	その他（上記以外のもの）	2.1322061752264179	12.308720866618904	9.9	1.1000000000000001	7.9948582025569026	3.5537302785495326	3.6089240517216834	0.49153773274714957	18.193207963335659	6.5332497526998088	7.0222122563077294	1.4352276326722686	9.1963780354769256	9.9452420073568195	0.21394644871337098	5.7665802623309073E-2	0.26618454312700279	1.1496280528442417	2.8431039741699755	0.2	1.8	26年度	感染症及び寄生虫症	新生物	内分泌、栄養及び代謝疾患	血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害	精神及び行動の障害	神経系の疾患	眼及び付属器の疾患	耳及び乳様突起の疾患	循環器系の疾患	呼吸器系の疾患	消化器系の疾患	皮膚及び皮下組織の疾患	筋骨格系及び結合組織の疾患	尿路生殖器系の疾患	妊娠、分娩及び産じょく	周産期に発生した病態	先天奇形、変形及び染色体異常	症状、徴候及び異常臨床検査所見で他に分類されないもの	損傷、中毒及びその他の外因の影響	健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用	その他（上記以外のもの）	2.1970799064015765	12.422415791214036	9.8000000000000007	0.6	7.2831735280142915	3.2393581976677841	3.8772503226373862	0.51320288060225594	19.115927172550489	6.3096192340132582	6.9410743529586068	1.3942043490842504	8.6446292600313424	9.8448094984786731	0.14530023421632887	8.1590983465638853E-2	0.46558434097824464	1.6881772245787907	3.4218975152913687	0.2	1.9	27年度	感染症及び寄生虫症	新生物	内分泌、栄養及び代謝疾患	血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害	精神及び行動の障害	神経系の疾患	眼及び付属器の疾患	耳及び乳様突起の疾患	循環器系の疾患	呼吸器系の疾患	消化器系の疾患	皮膚及び皮下組織の疾患	筋骨格系及び結合組織の疾患	尿路生殖器系の疾患	妊娠、分娩及び産じょく	周産期に発生した病態	先天奇形、変形及び染色体異常	症状、徴候及び異常臨床検査所見で他に分類されないもの	損傷、中毒及びその他の外因の影響	健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用	その他（上記以外のもの）	3.1474376835781861	14.236801307284491	9.9	0.5	7.0272761225908864	4.3883131688580646	3.9936749955940134	0.47136845511727132	18.306305370461281	6.383105742345645	6.8611126432174858	1.4865145837893778	8.0966304791503774	9.329328974625767	0.22743594201274403	0.14908354667094859	0.21721213269557615	1.0240395053060329	2.6139702767079416	0.2	1.5	28年度	感染症及び寄生虫症	新生物	内分泌、栄養及び代謝疾患	血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害	精神及び行動の障害	神経系の疾患	眼及び付属器の疾患	耳及び乳様突起の疾患	循環器系の疾患	呼吸器系の疾患	消化器系の疾患	皮膚及び皮下組織の疾患	筋骨格系及び結合組織の疾患	尿路生殖器系の疾患	妊娠、分娩及び産じょく	周産期に発生した病態	先天奇形、変形及び染色体異常	症状、徴候及び異常臨床検査所見で他に分類されないもの	損傷、中毒及びその他の外因の影響	健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用	その他（上記以外のもの）	3.039314259009072	14.70182851515826	10.5	0.4	7.6517933633723212	4.7171234053431892	3.7038629854143497	0.43041394294468593	16.589060556911949	6.1893050542327108	6.8401384463430759	1.6826541138976123	8.736690454199584	8.8338031618392616	0.21732105316108738	3.9518782273815625E-2	0.10199418032672312	1.1284577279464558	2.9373917649094254	0.1	1.4	



【図4】人工透析患者のうち糖尿病を合併する患者数と医療費の推移

人工透析患者のうち糖尿病を合併する者	
26年3月	27年3月	28年3月	29年3月	34	35	36	38	人口透析患者のうち糖尿病を合併しない者	
26年3月	27年3月	28年3月	29年3月	33	31	27	25	月当たり人工透析患者の医療費の総額	
26年3月	27年3月	28年3月	29年3月	33713850	37801850	31985420	31283580	




鶴ヶ島市	
25年度	26年度	27年度	28年度	37	38.4	38.799999999999997	38.799999999999997	埼玉県市町村平均	
25年度	26年度	27年度	28年度	35.5	37.200000000000003	38.6	38.9	目標受診率	
25年度	26年度	27年度	28年度	40	45	50	55	



鶴ヶ島市	
25年度	26年度	27年度	28年度	17.7	14.1	15.5	13.6	埼玉県市町村平均	
25年度	26年度	27年度	28年度	17.600000000000001	16.100000000000001	16.7	17.899999999999999	目標実施率	
25年度	26年度	27年度	28年度	20	30	40	50	
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第２期鶴ヶ島市特定健康診査等実施計画

第３期鶴ヶ島市特定健康診査等実施計画

鶴ヶ島市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）


